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平
成
29
年
度

町
の
補
助
制
度
を
紹
介
し
ま
す

　
町
で
は
、
今
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
制
度
の
内
容
や
必
要
書
類

な
ど
、
詳
し
く
は
、
担
当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

info.1

お
祝
い
・
子
育
て

■
結
婚
祝
金

　

新
た
に
夫
婦
と
な
っ
た
１
組
に

つ
き
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
夫
婦

・
婚
姻
の
届
出
を
し
、
夫
婦
と
も

に
町
に
住
所
が
あ
る
人

・
夫
婦
、
も
し
く
は
い
ず
れ
か
一

方
が
婚
姻
届
出
前
に
１
年
以
上
町

に
居
住
し
て
い
る
人

・
夫
婦
と
も
に
、
結
婚
後
も
引
き

続
き
町
に
住
所
を
有
す
る
人

・
過
去
に
河
津
町
結
婚
祝
金
を
受

け
て
お
ら
ず
、
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
敬
老
祝
金
お
よ
び
記
念
品

　

100
歳
に
達
し
た
人
に
10
万
円
を

88
歳
に
達
し
た
人
と
100
歳
以
上
の

人
に
記
念
品
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
88
歳
に
達

し
た
人
お
よ
び
100
歳
以
上
の
人

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
出
産
費
助
成
制
度

　

子
ど
も
の
出
産
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
出
産
日
の
６
カ
月
以
上
前
か
ら

町
に
住
所
が
あ
り
、
引
き
続
き
町

に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
町
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
出
産
育
児
一
時
金

　

出
産
児
１
人
に
つ
き
、
一
時
金

と
し
て
42
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
出
産
し
た
人

問　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
２

■
不
妊
治
療
費
等
助
成
事
業

　

不
妊
治
療
に
か
か
る
費
用
（
治

療
費
と
治
療
の
た
め
通
院
に
要
し

た
交
通
費
）
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
医
療
保
険

法
の
被
保
険
者
ま
た
は
被
扶
養
者

で
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
①
一
般
不
妊
治
療
（
１
回
２
万

円
を
限
度
に
年
間
10
万
円
ま
で
）

②
人
工
授
精
（
年
度
ご
と
に
負
担

額
の
10
分
の
７
、
上
限
６
万
５
千

円
ま
で
）※

①
と
②
の
併
用
不
可

・
特
定
不
妊
治
療 (※
体
外
受
精
・

顕
微
受
精
・
男
性
不
妊
治
療
に
関

わ
る
手
術
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｅ
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ

Ａ
等
」) 

は
１
回
15
万
円
を
限
度
に

年
２
回
ま
で

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
妊
婦
健
康
診
査
の
補
助
金

　

妊
婦
健
康
診
査
の
う
ち
、
基
本

健
診
14
回
分
、
超
音
波
検
査
４
回

分
、
後
期
血
液
検
査
１
回
分
・
血

算
検
査
１
回
分
・
Ｇ
Ｂ
Ｓ
検
査
１

回
分
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
妊
婦

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
新
生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

　
検
査
費
助
成
事
業

　

赤
ち
ゃ
ん
の
聴
覚
検
査
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
29
年

４
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
又

は
産
婦

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

　

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
際

に
か
か
る
保
険
対
象
医
療
費
の
自

己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
中
学
３
年
生(

15

歳
以
下
）
ま
で
の
子
ど
も

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７

■
子
育
て
応
援

　

住
宅
整
備
事
業
補
助
金

　

住
宅
の
新
築
（
木
造
）
工
事
や

増
改
築
工
事
・
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
業
者
の
施
工
に
よ
る
も
の

・
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
、
ま
た
は
補
助
の
申
請
時
点
で

妊
婦
の
い
る
世
帯

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し
て

い
る
人

・
住
宅
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

お
よ
び
居
住
し
て
い
る
人

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

問　

保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
７
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info.2

住
宅
・
安
全

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
設
置
補
助
金

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
す
る
人
に
、
１
ｋ
ｗ
（
５

万
円
）
で
最
高
４
ｋ
ｗ (

20
万
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
す
る

住
宅
（
店
舗
兼
用
住
宅
を
含
み
、

賃
貸
住
宅
は
除
く
）
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
２
４

■
木
造
住
宅
建
築
等

　
助
成
制
度
補
助
金

　

木
造
住
宅
の
新
築
ま
た
は
増
築

を
町
内
業
者
に
依
頼
さ
れ
た
人
に
、

当
該
住
宅
に
賦
課
さ
れ
た
固
定
資

産
税
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
申
請
日
に
町
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
の
う
ち
、
町
税
な
ど
を
口

座
振
替
で
行
っ
て
い
る
人
、
も
し

く
は
今
後
口
座
振
替
を
す
る
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｉ
ー
０

　

町
で
派
遣
す
る
専
門
家
が
、
対

象
と
な
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

を
１
棟
１
回
限
り
で
行
い
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。

　

診
断
結
果
を
も
と
に
、
耐
震
補

強
計
画
の
作
成
や
耐
震
補
強
工
事

が
必
要
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
計

画
の
作
成
や
工
事
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅

【
そ
の
他
】

・
工
事
を
実
施
す
る
場
合
は
、
契

約
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

建
設
課
（
３
４
）
１
９
５
２

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
撤
去
改
善
事
業
補
助
金 

　

地
震
発
生
時
に
倒
壊
・
転
倒
の

危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
ま
た
は
改
善
を
行
う
場
合
、

工
事
や
設
計
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
撤
去
の
場
合
は
道
路
に
面
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

・
改
善
の
場
合
は
広
域
避
難
地
避

難
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

建
設
課
（
３
４
）
１
９
５
２

自然エネルギーを活用したまちづくりを推進します

防災メールを登録しよう ! !
　町の災害や防災、行政情報などを迅速に受け取れる防災メール。

災害時の貴重な情報源となりますので、ぜひご活用ください。

４つの登録手順

右記のQRコードを読み取り、空メールを送信

数分後、町防災情報メールが届いたらURLにアクセス

配信情報を選択し、「次へ」を選択

設定内容を確認し、「登録」を選択→登録完了！！ ＱＲコード

Check

※QRコードが読み取れない場合は、bousai.kawazu-town@raiden.ktaiwork.jpへ空メールを送信してくださ

い。受信拒否設定などでメールが受信されない場合、各携帯会社のサイトか販売店にお問い合わせください。

登録名については自由ですが、万が一システムに異常が出た場合の連絡をするため、実名での登録を推奨し

ています。（メールの受信には、１通あたり１～２円のパケット通信料がかかります。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問　総務課消防防災係　☎34－1913
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info.3

商
工
・
農
業

■
小
売
事
業
者

　
強
化
事
業
費
補
助
金

　

町
内
の
事
業
者
で
、
情
報
通
信

媒
体
を
活
用
し
て
事
業
拡
大
に
取

り
組
む
場
合
、
必
要
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
の
個
人
事
業
者
お
よ
び
申

請
後
１
年
以
内
に
町
内
で
事
業
を

行
う
人
が
実
施
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
新
規
作
成
や
改
修
に
伴
う
委
託

費
用
や
商
標
登
録
、
意
匠
登
録
に

か
か
る
費
用
な
ど

・
事
業
費
が
10
万
円
以
上
60
万
円

ま
で
の
う
ち
、
２
分
の
１
を
限
度

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
商
工
業
施
設

　
整
備
資
金
利
子
補
給
金

　

町
内
の
事
業
者
で
、
事
業
用
建

物
や
設
備
の
新
・
増
設
に
資
金
を

金
融
機
関
か
ら
借
り
受
け
た
場
合
、

そ
の
利
子
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
本
社
（
本
店
）
が
登
録
さ

れ
て
い
る
法
人
も
し
く
は
、
町
に

納
税
申
告
し
て
い
る
個
人
事
業
者

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
新
規
に
商

工
業
を
営
も
う
と
す
る
人
の
う
ち

従
業
員
が
20
人
以
下
の
事
業
者

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
鳥
獣
害
対
策
事
業
補
助
金

　

農
作
物
の
鳥
獣
害
対
策
に
、
電

気
柵
な
ど
の
購
入
・
設
置
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
農
作
物
な

ど
に
鳥
獣
被
害
を
受
け
た
人
ま
た

は
被
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
設
備
購
入
費
の
２
分
の
１
（
上

限
10
万
円
ま
で
）

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
有
害
鳥
獣
駆
除
報
奨
金
制
度

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣

の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
駆
除
報

奨
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
に
お
い
て
対
象
鳥
獣
を
捕

獲
し
た
人

・
有
害
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
受
け
た
人

【
そ
の
他
】

・
野
生
猿
は
１
頭
２
万
２
千
円

・
猪
と
日
本
鹿
は
１
頭
５
千
円

・
国
や
Ｊ
Ａ
か
ら
も
駆
除
に
対
す

る
助
成
金
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
狩
猟
免
許
（
わ
な
免
許
）

　
取
得
補
助
金

　

県
で
主
催
す
る
狩
猟
免
許
試
験

（
わ
な
免
許
）
お
よ
び
県
猟
友
会

主
催
で
行
わ
れ
る
試
験
予
備
講
習

会
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
町
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
人

・
新
た
に
狩
猟
免
許 (

わ
な
免
許
）

を
取
得
し
た
人

【
そ
の
他
】

・
申
請
年
度
内
に
狩
猟
免
許
を
取

得
し
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
受
験
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
受
験
の
申
し
込
み
は
、
各
自
で

お
願
い
し
ま
す
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
青
年
就
農
給
付
金

　

就
農
前
の
研
修
期
間 (

準
備
型
）

お
よ
び
経
営
が
不
安
定
な
就
農
直

後
（
経
営
開
始
型
）
の
所
得
確
保

に
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
独
立
・
自
営
就
農
時
の
年
齢
が

原
則
45
歳
未
満
で
あ
り
、
農
業
経

営
者
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
強
い

意
欲
の
あ
る
人

・
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
利
用
権

の
あ
る
人

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６

■
耕
作
放
棄
地
緊
急
対
策
事
業

　

荒
れ
た
農
地
を
再
生
す
る
作
業

に
か
か
る
経
費
（
10
万
円
以
上
が

対
象
）
を
補
助
し
ま
す
。
耕
作
者

の
負
担
が
少
な
く
、
農
地
の
再
生

作
業
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
】

・
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地
を
引
き

受
け
、
作
物
生
産
を
再
開
す
る
人

【
そ
の
他
】

・
自
分
の
農
地
を
再
生
す
る
場
合

は
、
対
象
作
物
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
４
６　

Check
町ホームページを活用しましょう!!
　町の行政情報は、町ホームページで随時更新していま

す。回覧や各種申請書、広報紙のバックナンバーなども

掲載しています。下記URLから町ホームページにアクセス

できます。また、右のQRコードを

読み取るとスマートフォン版サイ

トにアクセスできます。

　なお、トップページに掲載する

バナー広告（町内業者・月額3,000

円、町外業者・月額5,000円）も随

時受け付けています。　

問　まちづくり推進課　34－1924

町ホームページURL(PC版)

http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/

町ホームページURL(スマートフォン版)

http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/smart/

ＱＲコード
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健
康
・
暮
ら
し

■
寿
回
数
券
制
度

　

バ
ス
回
数
券
の
購
入
代
金
を
助

成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
満
70
歳
以
上
の
町
民

【
そ
の
他
】

・
役
場
総
務
課
で
発
行
す
る
証
明

書
を
持
参
し
て
、
南
伊
豆
東
海
バ

ス
河
津
駅
案
内
所
で
回
数
券
を
購

入
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

総
務
課
（
３
４
）
１
９
１
３

■
防
災
士
育
成
事
業
補
助
金

　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
か
か
る

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
り
、
自
主
防
災

組
織
ま
た
は
区
に
所
属
し
て
い
る

人
で
自
主
防
災
組
織
ま
た
は
区
長

が
推
薦
す
る
人

・
受
講
料
や
防
災
士
認
証
登
録
申

請
料
、
旅
費
な
ど
を
対
象
に
10
万

円
を
限
度

問　

総
務
課
（
３
４
）
１
９
１
３

■
町
国
民
健
康
保
険

　

人
間
ド
ッ
ク
助
成

　

人
間
ド
ッ
ク
受
診
費
用
の
一
部

を
上
限
１
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
国
民
健
康
保
険
に
継
続
し
て

１
年
以
上
加
入
し
て
い
る
満
30
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
、
国
民
健
康

保
険
税
の
未
納
が
な
い
世
帯
の
人

・
町
の
き
っ
か
け
健
診
、
特
定
健

診
を
受
け
て
い
な
い
人
で
、
受
診

結
果
を
町
に
提
供
で
き
る
人

【
そ
の
他
】

・
受
診
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
２

■
河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園

　

町
民
施
設
利
用
券

　

同
施
設
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
に
、

無
料
で
入
園
で
き
る
町
民
施
設
利

用
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
た

は
同
公
園
で
配
布
す
る
町
民
施
設

利
用
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

入
園
ゲ
ー
ト
で
利
用
券
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
時
、
免
許
証

な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
。
１
枚

の
利
用
券
で
、
１
回
に
町
民
何
名

様
で
も
無
料
で
入
園
で
き
ま
す
。

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
２
４

■
生
ご
み
堆
肥
化

　

促
進
事
業
補
助
金

　

ご
み
の
減
量
化
対
策
に
、
生
ご

み
の
た
い
肥
化
処
理
機
な
ど
の
購

入
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
に
住
所
が
あ
る
人

【
そ
の
他
】

・
購
入
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
２

■
合
併
処
理
浄
化
槽

　

設
置
費
補
助
金

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄

化
槽
へ
設
置
替
え
を
す
る
人
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
】

・
町
内
に
浄
化
槽
を
所
有
し
て
お

り
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

【
そ
の
他
】

・
着
工
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
新
築
又
は
改
築
等
に
伴
う
設
置

替
え
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問　

町
民
生
活
課

　
　
　
　
　

（
３
４
）
１
９
３
２

　　

岩
手
県
山
田
町
の
河
津
桜
が
花

を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

山
田
町
で
は
毎
年
、
河
津
町
の

有
志
に
よ
っ
て
桜
の
苗
木
の
提
供
・

植
栽
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
山
田

町
は
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
、

今
な
お
多
く
の
人
々
が
仮
設
住
宅

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
『
河
津
桜

ま
つ
り
』
に
は
東
北
か
ら
の
観
光

客
も
多
く
、
何
か
し
ら
の
志
を
届

け
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
河
津
桜

の
提
供
と
植
栽
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

今
年
、
山
田
町
の
職
員
が
「
や
っ

と
こ
こ
ま
で
咲
き
ま
し
た
」
と
写

真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
寒
さ

の
た
め
葉
桜
も
目
立
ち
ま
す
が
、

来
年
は
花
の
数
も
増
え
る
だ
ろ
う

と
の
こ
と
。

　

山
田
町
の
復
興
と
共
に
強
く
育
っ

て
い
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

回数券の購入は河津駅案内所にて

昨年の防災キャンプでの活動の様子

春バラが見頃の河津バガテル公園

購入前にご相談ください

岩
手
県
山
田
町
の

河
津
桜
が
開
花

東北の日差しを受けて咲く河津桜
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　５月の連休中、逆川区と筏場区でマス釣りイベント

が開催されました。地域活性化を願って毎年両地区が

行っているこのイベントに、今年も多くの家族連れや

地域住民が訪れました。参加者は思い思いの場所で釣

り糸を垂らし、マスを釣り上げるたび、大きな歓声を

上げていました。釣り上げたマスは会場で焼いて食べ

ることができ、参加者はのどかな休日を過ごしました。

来場者10万人を達成
伊豆見高入谷高原温泉

新緑の清流でニジマス釣り
逆川区と筏場区でマス釣りイベント

　町内の3～6年生が参加する河津ふるさと緑の少年団

の開講式が4月22日、文化の家で行われました。57名の

団員を代表し、副団長の早川衣純さん＝谷津＝が「私

たちは緑を守り、緑を守る心を育てます」と誓いの言

葉を述べました。開講式後、西小学校の奥矢倫知先生

を講師に防災講演が行われ、『ぼうさいカルタ』で南海

トラフ地震の脅威と対策について学びました。

 “いざ”より“いま”の備えを
河津ふるさと緑の少年団開講式

記念すべき10万人目の入園者となった

土屋さん

　伊豆見高入谷高原温泉の来場者数が5月2日、10万人を

突破しました。平成19年4月のオープンから10年目の

達成となります。10万人目の入園者となったのは土屋

邦也さん＝谷津＝。温泉にはほぼ毎日、お母さまと一

緒に訪れているそうです。記念品としてみかんや竹の

子など地元の農産品が贈られると、土屋さんは「10万

人目と聞いてとても驚きました。河津は野菜や果物な

ど地の物がおいしいので嬉しいです」と喜びを語りま

した。土屋勝樹組合長＝見高入谷＝は「これからもお

客さまのためにより良いサービスを提供できればと思

う」と話していました。

釣れたマスを手に笑顔（筏場区)

ぼうさいカルタで学ぶ団員

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

つちや

くにや

はやかわ いずみ
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慎重にバケツを傾けアユを放流する児童（小鍋橋）

伝統の交流会で絆を育む
白馬南小・河津東小児童交流

　白馬南小学校の6年生21人が5月11日から12日にかけ

て河津町を訪れ、東小学校の5・6年生と交流しました。

この交流会は昭和62年度から毎年行われており、6年

生は冬のスキー交流以来約4カ月ぶりの再会となりま

した。ベロバ海岸でのカニ引きや磯遊び体験の後、東

小の保護者が作った金目鯛の味噌汁が振る舞われ、児

童らは和気あいあいと食事を楽しんでいました。

　河津川非出資漁業協同組合 (島崎光夫組合長) のアユ

の体験放流が4月27日、小鍋橋と荒倉橋付近で行われ、

西小の2・3年生、南小の3・4年生がアユの稚魚を河津

川に放流しました。児童は組合員からアユの生態や河

川環境の保護について説明を受けた後、持参したバケ

ツに数匹ずつアユを入れてもらい「元気に大きく育っ

てね」と声を掛けながら優しく川に放しました。

早く大きくなってね
河津川非出資漁協　アユ体験放流

れんげの花束を持つ園児

　さくら幼稚園年中の園外保育が4月24日、田中のれ

んげ畑で行われました。園児らはれんげで花束を作っ

たり、てんとう虫を観察したりして遊びました。途中、

「てんとう虫さん、って呼んだら出てくるかな？」と

友達と大声でてんとう虫を呼んで捕まえようとする場

面も見られました。最後に全員で鬼ごっこをして遊び、

鬼役の先生に捕まらないよう一生懸命走っていました。

てんとう虫さん出ておいで
さくら幼稚園園外保育

ベロバ海岸でカニ引きに挑戦

端午の節句に願いを込めて
踊り子温泉会館　菖蒲湯サービス

　端午の節句を祝う菖蒲湯のサービスが5月5日、踊り

子温泉会館で行われました。無病息災を願うこの風習

は、江戸時代の武家社会で「武道を重んじる」という

意味の尚武をかけて、5月5日を尚武の節目として祝っ

たことに由来します。訪れた子どもたちは、地元の農

家で生産された葉菖蒲を浮かべた湯船につかり、爽や

かな香りを楽しんでいました。

菖蒲湯を楽しむ子どもたち

しょうぶ
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新着図書案内

http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.170
Ｈ29.6

【開館時間】
　９時～18時  土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

鳥瞰イラストでよみがえる

歴史の舞台
歴史群像編集部/編 学研プラス

もう孫育てで迷わない！

祖父母手帳
森戸 やすみ/監修 日本文芸社

新星出版社

KADOKAWA

文藝春秋

クックパッドのおいしい厳選！

ご飯・丼ものレシピ

名作落語 50 席がマンガ
で読める本

会津執権の栄誉

クックパッド
株式会社/監修

東　園子

佐藤　巖太郎

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

超訳こども

「アドラーのことば」
KADOKAWA

時代をつくるデザイナーになりたい！

照明デザイナー

斉藤 洋/作
宮本 えつよし/絵

ささきあり①③・深山
さくら②日本語再話

齋藤　孝

スタジオ248/編著

こうえんのおばけずかん

こそあど森の物語

水の森の秘密

はじめてのえいごえほん
せかいのおはなし①～③

岡田　淳

講談社

六耀社

くもん出版

理論社

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と　き：６月29日(木)13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成29年２月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分
 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

６月1・8・15・22・29日
(毎週木曜日)

幼児向け　10時～10時30分
６月10日

（土曜日）

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

小学生向け　15時50分～16時20分
６月7・14・21・28日

(水曜日)

かわいらしい赤ちゃん紙芝居がそろいました
　ユーモラスでほのぼのした『とよた

かずひこの紙芝居』、音とリズムに親

しむ要素を盛り込んだ『いっしょにこ

んにちは』、あかちゃんが楽しめる心

地よいリズムと、シンプルで動きのはっ

きりした場面展開の『よちよちはーい』

の３シリーズです。ご家庭でもぜひご

利用ください。

『日本文学全集　全30巻』（2018年まで順次刊行中）

　芥川賞作家の池澤夏樹が、古典から

現代作品までを独自の視点で厳選した

日本文学全集。難解と思われがちな古

典作品は、第一線の現代作家の新訳で

想像を超える面白い作品に生まれ変わ

り、近現代の巻は選び抜かれた作品、

斬新な巻立ての魅力ある作品構成とな

っています。

図書館だより

2825 26 27

21 22

29

23

30

2418 19 20

14 15 16 1711 12 13

７ ８ ９ 10４ ５ ６

１ ２ ３

日 月 火 水 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　６月 こどもの日　おたのしみ会
　４月23日（日）かわづっこ子育てねっと主催「こどもの日おたのしみ会」

が行われました。

●春の図書館だより

　壁に飾られた大きなこいのぼりと

一緒に、歌やエプロンシアター、絵

本の読み聞かせ、制作遊びを楽しみ

ました。最後に、しっぽからこいの

ぼりに潜り、口にたどり着いたとこ

ろで、お菓子をゲット！笑顔いっぱ

いのおたのしみ会でした。
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フ シュレッ
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毎日が挑戦です！
鈴木　江理子さん
すずき　  えりこ

長野

25歳　Ｏ型　みずがめ座

河津町立河津中学校　勤務

 

「
い
つ
も
『
伝
え
る
』
こ
と
を

意
識
し
て
子
ど
も
た
ち
と
接
し

て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
昨

年
度
か
ら
河
津
中
学
校
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
鈴
木
江
理
子
さ
ん
。

大
学
生
の
頃
、
教
育
実
習
で
子

ど
も
が
成
長
す
る
姿
に
や
り
が

い
を
感
じ
、
教
師
を
目
指
す
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

　
教
科
は
社
会
科
を
担
当
し
、

生
徒
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
た

授
業
づ
く
り
を
心
が
け
て
い
る

そ
う
で
す
。「
大
切
な
の
は
子
ど

も
た
ち
の
目
線
に
立
つ
こ
と
。

ど
う
伝
え
た
ら
分
か
り
や
す
い

だ
ろ
う
、
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
だ
ろ
う
と
日
々
模
索
し
な
が

ら
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
が
挑
戦
で
す
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
特
技
は
大
学
生
か
ら
始
め
た

バ
イ
オ
リ
ン
。
社
会
人
に
な
っ

て
も
音
楽
に
携
わ
り
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
伊
豆
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
い
う
ア
マ

チ
ュ
ア
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
定
期
演

奏
会
へ
向
け
て
練
習
に
精
を
出

し
て
い
る
そ
う
。「
多
く
の
人
と

交
流
し
、
刺
激
を
受
け
る
こ
と

で
人
生
経
験
を
豊
か
に
し
た
い
」

と
、
将
来
を
見
据
え
た
真
っ
す

ぐ
な
眼
差
し
が
印
象
的
で
し
た
。

　
何
事
に
も
真
剣
に
取
り
組
む

努
力
家
の
江
理
子
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
夢
を
持
ち
続
け
、
子
ど

も
た
ち
の
良
い
お
手
本
と
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

32

勝負できる人を目指して
北見　 翼さん
きたみ　つばさ

谷津 

河津中学校２年生

　
僕
は
小
学
校
五
年
生
の
時
に

「
何
か
習
い
事
を
し
て
み
な
い

か
」
と
父
に
勧
め
ら
れ
、
剣
道

を
始
め
ま
し
た
。

　
一
年
生
の
時
は
補
欠
と
し
て

中
体
連
の
団
体
戦
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
時
は
地
区
予
選
で

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
僕

は
団
体
戦
は
チ
ー
ム
が
一
つ
に

な
っ
て
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
年

の
中
体
連
は
団
体
戦
で
県
大
会

に
出
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
先
輩
や
仲
間
と
共
に
お

互
い
支
え
合
い
な
が
ら
、
練
習

に
取
り
組
ん
で
目
標
を
達
成
し

た
い
で
す
。

　
剣
道
で
相
手
の
出
方
を
予
想

し
て
戦
う
こ
と
は
、
世
の
中
で

先
を
見
据
え
て
行
動
す
る
こ
と

と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
は

ま
だ
剣
道
で
た
だ
攻
め
れ
ば
い

い
と
考
え
て
動
い
て
し
ま
い
ま

す
が
、
社
会
で
は
た
だ
攻
め
て

前
に
出
る
だ
け
で
は
意
味
が
な

い
と
思
い
ま
す
。
稽
古
を
し
て

い
る
と
自
分
が
今
ど
う
攻
め
た

ら
い
い
の
か
、
攻
め
ず
に
ど
う

防
御
す
べ
き
な
の
か
を
僕
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。

　
僕
は
将
来
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

を
専
門
と
す
る
職
業
に
就
き
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
剣
道

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
夢

を
実
現
し
、
社
会
の
場
で
も
真

剣
に
勝
負
で
き
る
人
に
な
り
た

い
で
す
。

練習に取り組む北見さん
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Info

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
と
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

町
環
境
美
化
推
進
員
会
議
が
４

月
28
日
、
役
場
災
害
対
策
本
部
室

で
行
わ
れ
、
各
区
長
か
ら
推
薦
さ

れ
た
27
人
が
相
馬
宏
行
町
長
か
ら

委
嘱
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
任

期
は
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　

町
環
境
美
化
推
進
員
と
な
っ
た

27
人
は
、
河
津
町
き
れ
い
な
町
づ

く
り
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
不

法
投
棄
の
防
止
や
町
へ
の
通
報
、

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
時
の
マ

ナ
ー
向
上
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
美
化
活
動
の
推
進
お

よ
び
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
毎
月
の
巡
回
報
告

や
５
月
に
行
わ
れ
る
町
内
一
斉
清

掃
に
つ
い
て
の
説
明
や
注
意
点
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

む
環
境
づ
く
り
」、ま
た
「
災
害
時

な
ど
に
避
難
施
設
と
し
て
の
機
能

を
兼
ね
備
え
る
」
等
の
目
的
に
合

わ
せ
て
、
図
面
な
ど
に
よ
り
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は
、「
現
在
の

子
育
て
支
援
施
設
は
良
好
な
環
境

と
は
言
え
な
い
の
で
、
早
急
に
整

備
し
て
欲
し
い
」「
文
化
を
育
む
施

設
が
で
き
れ
ば
、
文
化
芸
術
へ
の

造
詣
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
」「
住
民
の
税
金
は
上
が
ら
な
い

の
か
」
「
津
波
に
対
し
て
安
全
か
」

な
ど
多
く
の
意
見
や
質
問
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

問　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

０
５
５
８
（
３
４
）
１
９
２
４

　

参
議
院
創
設
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
植
樹
式
が
５
月

19
日
、
国
会
議
事
堂
前
庭
に
て
行

わ
れ
、
河
津
桜
が
植
樹
さ
れ
ま
し

た
。
参
議
院
で
は
60
周
年
の
際
に

エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
記
念
植
樹
し
て
お

り
、
今
回
の
河
津
桜
は
そ
の
南
隣

に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
式
で
は
、
初
め
に
伊
達
参

議
院
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、

記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
後
、
議
長

と
副
議
長
、
議
院
運
営
委
員
長
が

河
津
桜
を
植
樹
し
ま
し
た
。

複
合
施
設
住
民
説
明
会
を
開
催

参
議
院
70
周
年
植
樹
式
で

河
津
桜
を
植
樹

news

news

　

河
津
町
が
計
画
し
進
め
て
い
ま

す
子
育
て
支
援
と
文
化
を
育
む
施

設
に
災
害
避
難
機
能
を
も
た
せ
た

複
合
施
設
の
住
民
説
明
会
が
、
４

月
26
日
か
ら
５
月
１
日
ま
で
４
回

開
催
さ
れ
、
子
育
て
世
代
の
皆
様

を
は
じ
め
延
べ
240
人
ほ
ど
の
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
町
か
ら
「
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ

く
り
」、
「
す
べ
て
の
町
民
が
生
き

が
い
を
持
っ
て
学
習
や
文
化
を
育

写真上・委嘱状を
受け取る稲葉壽英
さん＝浜＝

写真左・町内一斉
清掃について話を
聴く町環境美化推
進員の皆さん

news

地
域
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
す

町
環
境
美
化
推
進
員
27
人
を
委
嘱

事業の主旨を説明する町長

記念植樹された河津桜
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保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　６月５日(月) 、19日(月）  

　　　　13時30分～15時30分

　　　　７月３日(月) 、18日(月）

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター 第2相談室

持ち物　・妊娠届（病院で配布された

　　　　　場合ご持参ください）

　　　　・本人確認書類

　　　　・個人番号確認書類

●今月のテーマ

20代から知って
おきたい子宮頸がん

保健福祉課　34－1937

　満80歳以上で自分の歯が20本

以上ある人を表彰します。受診

を希望される人は、役場保健福

祉課健康係まで。

【受診票の受け取り】

　保健福祉課健康係　34－1937

【問い合わせ】

　賀茂歯科医師会　公衆衛生部

　キクチ歯科医院　23－0568

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　６月６日(火)、７月４日(火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■のびのび発達検査

日　時　７月24日(月)

場　所　保健福祉センター

対象者　子どもの言葉の発達やしつけ

　　　　などで心配なことがある人

内　容　児童相談所心理司による精神

　　　　発達精密検査と個別相談

■介護教室（第１回）

今回は、「スキンケアについて」

おむつ交換時の清潔保持の方法

日　時　６月21日(水)13時30分～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

　　問　サンシニア河津  32ー3203

噛むカムケア8020コンクールのお知らせ

対象者

申し込み

方法

表彰

（1）賀茂歯科医師会が審査を行い、上位10人に記念品が贈られます

（2）最優秀賞受賞者は県に推薦され、選定されると県大会において表

　　  彰されます。なお、旅費の支給はありません。

（1）満80歳以上で自分の歯が20本以上ある人

　   （昭和12年４月２日以前に生まれた人）

（2）町内在住で歯科医院に来院可能な人

（3）再応募可。ただし、過去３年間に静岡県歯科医師会(静岡県大会)で

　　  表彰された人は再応募不可

（1）受診票を役場保健福祉課健康係で受け取る

（2）賀茂歯科医師会会員の歯科医院に予約し健診を受診（無料）する

（3）６月１日から６月30日までが期間となり、審査対象に該当したら歯

　　  科医院が手続きをします

 資料：国立がん研究センターがん対策情報センター

　

子
宮
は
女
性
に
し
か
な
い
特

別
な
臓
器
の
ひ
と
つ
で
す
。
そ

の
子
宮
の
入
り
口
付
近
に
で
き

る
が
ん
を
子
宮
頸
が
ん
と

言
い
ま
す
。
30
～
40
代
に

多
い
が
ん
で
す
が
、
20
代

後
半
か
ら
急
増
し
、
毎
年

一
万
人
以
上
が
子
宮
頸
が

ん
と
診
断
さ
れ
、
約
三
千

人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
）
感
染
が
関
与
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
多
く
の
女
性
が

性
交
に
よ
り
一
度
は
感
染

す
る
と
い
う
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合

は
一
過
性
で
、
自
分
の
免
疫
機

能
で
自
然
に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、

一
部
の
人
で
感
染
状
態
が
続
き
、

前
が
ん
病
変
（
が
ん
に
な
る
前

の
段
階
）
を
経
て
子
宮
頸
が
ん

へ
と
進
行
し
ま
す
。

　

前
が
ん
病
変
～
初
期
の
子
宮

頸
が
ん
で
あ
れ
ば
90
％
以
上
が

治
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
時
期
で

あ
れ
ば
、
子
宮
を
摘
出
せ
ず
に

治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

妊
娠
・
出
産
が
望
め
ま
す
。
し

か
し
、
前
が
ん
病
変
～
初
期
の

段
階
で
は
全
く
と
言
っ
て
良
い

ほ
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
命

も
子
宮
も
守
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
。
早
期
発
見
す
る
に

は
定
期
的
に
（
二
年
に
一
度
）

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

町
で
は
、
６
～
７
月
に
20
歳

以
上
を
対
象
に
子
宮
頸
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　

若
い
か
ら
大
丈
夫
、
私
は
大

丈
夫
と
思
わ
ず
に
、
家
族
や
友

人
と
誘
い
合
っ
て
是
非
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
　
稲
葉
臣
　
保
健
師

子宮頸がんの罹患率・死亡率
人口10万対
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◆ 今月の納税 ◆
国民健康保険税２期　町県民税１期

６月30日 (金) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

　国税庁では、税務職員採用試験を次

のとおり実施します。

職　種　税務職員（高校卒業程度）

受験資格　

①平成29年4月1日現在、高校または中

学校を卒業した日の翌月から起算して

3年を経過しない人および平成29年3月

までに高校または中学校を卒業する見

込みの人

②人事院が①に準ずると認める人

申込期間  【インターネット】6月19日

(月)～6月28日(水）【郵送または持参】

６月19日(月)～21日(水）

試験日　【第1次試験】9月3日(日)【第

2次試験】10月11日(水)～20日(金)までの

いずれか指定する日

問　名古屋国税局人事第二課試験係

　　　  ☎052－951－3511 (内線3450）

　　   国税庁HP　http://www.nta.go.jp

　かわづふるさと案内人会では「沢田

石石切場跡見学会」を開催します。

日　時　６月20日(火) 9：10～11：30

　　　　　　　　　　　  （雨天中止）

集　合　涅槃堂駐車場　9：00集合

定員15名(先着順)、参加費500円　

問　河津町観光協会　　  ☎32－0290

　下田警察署管内でアマゾンを名乗る

架空請求が多発しています。アマゾン

のギフト券を購入させて裏面の番号を

入手しようとするもので、若者からも

被害者が出ています。ギフト券の番号

を教えることは、お金を渡してしまう

ことと同じです！

●被害に遭わないための対策

・身に覚えのない請求は無視する

・メール等に記載されている連絡先に

連絡しない

・不安を感じたら、近くの交番・駐在

所または下田警察署へ相談

問　下田警察署管内防犯協会　

　　　　　　　　   ☎0558－27－2766

税務職員を募集します

沢田石石切場跡見学会

架空請求詐欺に注意!!

予備自衛官補を募集します

「海の安全運動」について

消費者被害救済新制度について

　予備自衛官になるための知識・技能

を修得するコースです。一般は３年間

で50日、技能は２年間で10日の教育訓

練を受け、教育終了後は予備自衛官と

なりそれぞれに応じた階級で非常勤の

国家公務員となり召集で広報の警備・

支援、災害救助活動等を行います。

手当て　教育訓練参加日額7,900円、交

通費支給（自宅から駐屯地)、食事・宿

泊・被服は無料支給

受　付　７月１日(土)～９月15日(金）

資　格　【一般】平成29年7月1日現在

で18才から33才までの方【技術】平成

29年7月1日現在で18才から(免許資格等

により53才から55才まで)の方

試験日　９月30日(土)～10月３日(火)

　　　　※いずれか１日

問　自衛隊伊東地域事務所

　　　　　　　　   ☎0557－37－9632

　下田海上保安部では、小型船舶のた

めのマリンセーフティーガイドを無料

で配布しています。詳細については下

記までお問合せください。

問　下田海上保安部交通課

　　　　　　　　   ☎0558－23－0145

　個々の消費者が受けた被害を集団的

に救済するため、「消費者の財産的被害

の集団的な回復のための民事の裁判手

続の特例に関する法律」が平成28年10

月1日に施行されました。購入した商

品の代金返還を求めるなど、消費者と

事業者との間で締結された消費者契約

に関し、消費者が事業者に対して金銭

の支払を求める場合が対象となります。

(法律の施行前に締結された消費者契約

に関する請求については対象となりま

せん。)

　詳しくは裁判所のウェブサイトをご

覧ください。

問　裁判所ウェブサイト

http://www.courts.go.jp/saiban/wadai/

　相馬町長と直接対話

できます。事前に電話

予約してください。

日　時　６月26日(月)

　　　　13時30分～

　　　　１人20分程度　団体不可

場　所　役場町長室

予約受付　６月19日(月)～23日(金)

問　まちづくり推進課　  ☎34－1924

 

　厚生労働省では毎年11月を「児童虐

待防止推進月間」と定めています。子

どもの「命」と「権利」、「未来」を社

会全体で守るため、意識啓発を図るこ

とを目的として標語募集を行います。

募集期間　4月2４日(月)～6月23日(金)

問　虐待防止対策推進室

　　　　　　　　   ☎03－5253－1111

　労働保険の概算・確定保険料及び石

綿健康被害救済法の一般拠出金の申告・

納付をしていただく時期となりました。

期　間　６月１日(木)～６月10日(月)

場　所　最寄りの金融機関又は静岡労

　　　　働局、労働基準監督署

持ち物　申告書

　なお、申告書のみを提出する場合は、

7月10日(月)までに静岡労働局労働保険

徴収課又は労働基準監督署へ提出して

下さい。また、電子申告による申告・

納付も可能です。併せて労働保険料等

の納付に大変便利な口座振替納付もぜ

ひご利用ください。

問　コールセンター (土日祝を除く)

　　　　　　　  　☎0120－335－546

　　静岡労働局　労働保険徴収課

　　　　　　　  　☎054－254－0119

　　または最寄の労働基準監督署まで

労働保険料等の申告・納付

今月のふれあい町長室

児童虐待防止推進月間標語募集

お知らせ

１２2017.６　広報かわづ

　暮らしの中の悩みごと相談を受け付

けています。消費生活、家庭、労働、

年金問題、法律関係、多重債務など

……。「困ったな！どうしよう？」そ

んなときご利用ください。悩みごとを

一緒に考え、専門的なアドバイスをし

てくれる所を紹介します。

相談ダイヤル　☎055ー922ー3715

受付時間　平日９時～17時

問　ライフサポートセンターしずおか

　　東部事務所　  ☎055－922ー3715

 

  飼い主のいない犬・ねこに限ります

日　時　６月21日(水)

　　　　10時40分～10時50分

場　所　役場前駐車場

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

大切な人を自死で亡くされたあなたへ

　ご家族や友人など、大切な方を失う

と生活だけでなく心や身体にさまざま

な変化があらわれることがあります。

一人で悩まないでください。あなたか

らのお電話をお待ちしております。

日　時　７月21日(金)

　　　　13時00分～15時00分

場　所　賀茂健康福祉センター

問　静岡県精神保健福祉センター

　　　　　　　　  ☎054－286ー9245

（面談相談の予約申込は相談日前日ま

で受け付けます。）

（４月１日～30日届出）

戸籍だより

※河津町民専用のフリーダイヤル番号

0120－560－655

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について

年中無休で各分野の専門スタッフが相談に応じます
　　　　　　　　　　　   (電話健康相談専門事業者への委託事業)

暮らしなんでも相談

犬・ねこ適性飼養相談

面接相談「すみれ相談」

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（５月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,445 人　　前月比（－10)

3,597 人

3,848 人

3,318 世帯　前月比（＋６）

※このコーナーに掲載を望まない場合はお申
　出ください。

日　時　６月21日(水)　10時～15時

　　　　７月５日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　　  ☎34－1286

日　時　７月５日(水)　10時～15時

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

日時・場所

７月６日(木)　下田市役所（要予約）

７月13日(木)　河津町役場（要予約）

９時30分～11時30分　13時～14時

電話予約してください。

問　下田市役所市民保健課  ☎22－3922

　　河津町役場町民生活課  ☎34－1932

　いじめや体罰、虐待などでお困りの

方、気軽にお電話ください。家族から

の相談も受け付けています。

日　時　６月26日(月)～７月２日(日)

８時30分～19時　土・日は10時～17時

フリーダイヤル　☎0120－007－110

問　静岡地方法務局　人権擁護課

　　　　　　　　   ☎054－254－3555

身近なこと生活相談へ

日本年金機構出張相談

人権・行政・生活相談

子どもの人権110番に相談を

お詫びと訂正

４月号２ページ「平成29年度町職員の配

置」に掲載した職員の役職に一部誤りが

ありました。正しくは下記のとおりです。

保健福祉課

福祉係
主幹兼係長 山本　博雄

産業振興課

産業振興係
主幹兼係長 島崎　和広

教育委員会

学校教育係
係長 鈴木　亜弥
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大
型
連
休
の
あ
っ
た
５
月
は
町

内
で
も
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
私
も
取
材
の
た
め
に
各

所
を
回
り
ま
し
た
。
町
外
出
身
の

私
に
は
初
め
て
訪
れ
る
場
所
も
多

く
、
思
い
が
け
な
い
と
こ
ろ
で
豊

か
な
自
然
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

に
出
会
う
と
、
ま
た
一
つ
こ
の
町

の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
発
見
で
き
た

よ
う
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

る
で
宝
探
し
の
よ
う
な
楽
し
い
取

材
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
担
当
に
な
っ
て
ひ
と
月
が

経
ち
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
取
材
を

通
し
て
町
の
良
さ
を
知
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
ｙ
）

『
え
が
お
』
の
発
行
、
幼
児
交
通
安
全

ク
ラ
ブ
、
家
庭
教
育
学
級
『
春
風
学
級
』

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
春
風
学
級
』
で
は
毎
年
親
子
で
参
加

で
き
る
内
容
を
企
画
し
て
お
り
、
昨
年

度
は
体
操
の
先
生
を
招
い
て
体
力
づ
く

り
を
し
た
り
、
貯
金
箱
を
作
っ
て
町
民

文
化
祭
で
展
示
し
た
り
し
ま
し
た
。

 

「
子
ど
も
た
ち
に
は
家
庭
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
経
験
し
て
欲
し
い
。
そ
の

た
め
の
環
境
づ
く
り
を
す
る
の
が
我
々

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
仕
事
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

た
め
保
護
者
や
先
生
、
外
部
の
人
を
繋

ぐ
架
け
橋
に
な
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
る
忠
弥
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

姉妹都市 長野県白馬村通信

第38回「塩の道祭り」

姫川源流・親海湿原を歩く参加者
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楽
し
い
思
い
出
作
り
を
手
助
け
し
た
い

さくら幼稚園ＰＴＡ会長

杉山

 

「
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
思
い
出
作
り

を
手
助
け
す
る
こ
と
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、

今
年
度
の
さ
く
ら
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

を
務
め
る
杉
山
忠
弥
さ
ん
。

　

測
量
設
計
事
務
所
で
土
地
家
屋
調
査

士
と
し
て
働
き
、
現
場
測
量
や
土
地
境

界
の
確
定
、
許
認
可
及
び
登
記
の
申
請

な
ど
、
伊
豆
一
円
を
中
心
に
時
に
は
関

東
ま
で
駆
け
巡
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
日
々
の
忙
し
い
中
で
会
長
の

重
責
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、

当
初
は
思
い
悩
む
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
た

こ
と
で
、
自
分
も
素
直
に
前
を
向
い
て

頑
張
ろ
う
と
思
え
た
そ
う
で
す
。

　

さ
く
ら
幼
稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
文
集

忠弥さん

春風学級で作った貯金箱

縄地出身。平成29年4月、さくら幼稚園

ＰＴＡ会長に就任。土地家屋調査士と

して働く傍ら、ＰＴＡ活動を精力的に

行う。

笹原　42歳

すぎやま　ちゅうや

　5月4日 (木曜日) に今年で38回目と

なる「塩の道祭り」が開催されました。

五月晴れの下、白馬クロスカントリー

競技場から白馬グリーンスポーツの森

までの新緑の古道を歩きました。

　今年は4月になっても寒さが残り、例

年より遅れていた桜は塩の道に合わせ

満開を迎えました。5連休の中日という

ことも有り、2,600人もの大勢の方に参

加いただきました。

　北アルプスの雪形や新緑を眺めたり、

各休憩所での地域住民の心温まるおも

てなしを味わいながら、古道・塩の道

を通じて先人の生活と、村の歴史に思

いを馳せました。
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